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ふ れ あ い 館

学 童 保 育 所

福祉センター

　ふれあい館、学童保育所、福祉センターの指定管理者として榛東村社会福祉協議会を選定する議案が提出され、
可決されました。選定は、令和 3年 9月に施設それぞれに管理者の候補者を募集する公告をし、10月 19日から
28日まで受付をした後、選定委員会を 2回開催し、いずれも榛東村社会福祉協議会を指定管理者と選定しました。

令和４年４月１日〜
令和９年３月31日（５年間）

指 定 期 間

榛東村社会福祉協議会は、平成 19 年度から現在まで、
福祉センターの指定管理者として適切な管理運営を実施
しています。利用者との信頼関係もできており、継続が
望まれます。

選定委員会の主な意見

１団体申請団体数

令和３年　第４回定例会

令和４年４月１日〜
令和７年３月31日（３年間）

指 定 期 間

１団体申請団体数

選定委員会の主な意見
榛東村社会福祉協議会は、長期に渡り「ふれあい館」の
指定管理者として適正運営をしています。「榛東村学童
保育所」、「榛東村福祉センター」の指定管理者としても
適切な管理運営の実績があります。社会福祉法人として
営利を目的とすることなく、福祉的な視点に立った管理
及び運営を行うことが見込まれます。

令和４年４月１日〜
令和９年３月31日（５年間）

各申請者に対し書類審査及び
ヒアリングを実施

指 定 期 間

選 定 方 法

選 定 理 由

２団体申請団体数

榛東村社会福祉協議会は、得点評価において 17の評価
項目のうち 14項目が他団体よりも高い評価を重ねまし
た。評価点は、合計得点 1,000 点満点のところ他団体
が 580 点であったのに対して 710 点でした。特に「過
去３年間の実績を見ると運営上問題がない」、「団体の特
性を生かし、各団体や村との連携がとれているため、子
どもたちの安全、安心につながる支援ができている」と
いう評価を受けました。

榛東村社会福祉協議会が引き続き管理運営
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